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しながら、抗 HER 2 抗体とポリスチレンナノ粒子が共存する系において、
それらががん細胞にどのように影響を与えるかは全く研究されていない。 
上記の背景のもと、申請者は下記のような戦略で抗 H ER2 抗体とポリ
スチレンナノ粒子ががん細胞の応答に与える影響を検討している。まず、
抗 HER2 抗体を高発現できる発現系を開発し、抗 HER 2 抗体がポリスチ
レンナノ粒子のがん細胞への取り込みに与える影響を検討している。さ































している。さらに、抗 H E R 2抗体は E G Fによるポリスチレンナノ粒子の細
胞への取り込み増強を抑制した。この結果から申請者はポリスチレンナ




 第四章では、抗 HER2 抗体とポリスチレンナノ粒子ががん細胞の細胞
死に与える影響に関して検討している。EG F はがん細胞の増殖を促進し
たが、ポリスチレンナノ粒子は用量依存的に細胞数を抑制した。このこ
とは、ポリスチレンナノ粒子が EG F の細胞増殖効果を抑制したか、細胞
死を誘導したかの２つの可能性が考えられた。そこで、細胞周期におけ





かを検討するために Caspase  3 の活性を調べた。 Casp ase  3 はアポトーシ
スによる細胞死により活性化されることが知られている。その結果、ポ


















は抑制されてしまう可能性を示している。また、抗 H ER2 抗体はポリス
チレンナノ粒子によってがん細胞の細胞死を促進することからポリスチ
レンナノ粒子は抗 HER2 抗体の抗がん作用を増強することが示唆された。
以上の結果は抗 H ER2 抗体とポリスチレンナノ粒子を実際のがんの治療
に用いる場合に有用な情報を与えると結論している。  
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